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同社は、近年の時流にのって、恣意的に使用済

小型電子機器等のリサイクルを先行事業化したわ

けではなく、「持続可能な社会（Sustainable

Society）の実現」及び「地域の最適化」という

経営理念（＝戦略）と現実社会との乖離を埋めよ

うとすることから導き出される必然的な結論（＝

戦術）として「低炭素型リサイクル」及び「使用

済電子機器等のリサイクル」を展開するに至った。

化石燃料や鉱石資源の枯渇という現在の状況を踏

まえると、自国で製造したものは自国でリサイク

ルすべきであり、さらに言えば「製造から製造へ」

（ProducttoProduct）という行程を確立すべき

であるという信念のもと、事業を進めてこられた。

一方、富山県・福井県等下における市町村の一般

廃棄物行政に目を向けてみると、当時、金属スク

第3回

廃棄物処理先進事例調査

再生処分部会の廃棄物処理先進事例調査の第3回目は平成24年８月31日に富山県射

水市にあるハリタ金属株式会社・射水リサイクルセンターを訪問した。

先般「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律」が成立、平成25年

４月１日より施行される運びとなったが、今回訪問させていただいたハリタ金属株

式会社は、富山県・福井県下の市町村を中心とする北陸地域において、行政機関と

も連携しながら、先行して使用済小型電子機器等に関するリサイクル行程を構築さ

れており、この分野における文字通りの「先進企業」である。

施設の概要は以下のとおりである。

塩見部会長の挨拶 張田社長による説明

ハリタ金属株式会社･射水リサイクルセンター

ＵＲＬ：http://www.harita.co.jp/

所在地：富山県射水市新堀34－11

敷 地：43,874㎡

設 備：2,000HPシュレッダー

700HPプレシュレッダー

1,250ｔギロチン

トラックスケール

スクラップローダー 各1台

許認可：産業廃棄物処理施設設置許可

産業廃棄物処分業許可

一般廃棄物処理施設設置許可

一般廃棄物処分業許可
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ラップや廃プラスチックといった循環資源とし

て取り扱えそうなものが多量に含まれた混合状

態のまま処分されていた。

これらの廃棄物を体系的に破砕・選別し、循

環資源の回収を徹底することは処分量の減量化、

即ち「ごみ処理費用」の削減を意味し、従って

「地域の最適化」に繋がる。使用済小型電子機

器等のリサイクルという発想は、以上の背景・

経緯から生まれた。当該市町村から委託を受け、

連携しながら、それらの廃棄物を有価物として

収集し、自社施設に搬入する。破砕・選別に際

しては施設を廃棄物の種類・性状ごとに専属化

せず、搬入された全ての廃棄物は施設内の同じ

工程を経て、使用済小型電子機器等だけでなく、

他の金属スクラップや廃プラスチック（例えば自転車や傘）も循環資源として回収する「総合リサイクル」

を展開している。これは、破砕前に循環資源を回収する（選別する）のではなく、まず破砕し粒度を一定

に整えてから、機械力で同時的に回収しており（建設混合廃棄物の選別と同じコンセプト）、複数のライ

ンを組まなくて済むようなラインとなっている。循環資源を回収した後の残渣率は、重量比にして25～30

％である。

上記のような混合状態の廃棄物を有価物として収集していることから、廃棄物処理法に基づく定義上、

逆有償、即ち、

（運搬費用請求額 ＋ 残渣処分費用請求額）－ 購入のための支払額 ＞ ０

とならないようにすることが重要であるが、そのようにならない地域範囲は、近畿地方でいうと大阪辺

りまでと試算されている。

回収した循環資源は、加工することなくそのままメーカーに納めており（「製造から製造へ」Product

toProduct）、処分に際しての省エネ化を徹底した「低炭素型リサイクル」を実現している。メーカーに

納める循環資源について、ISO9000シリーズ等の国際規格は認証取得していないが、先方に検査分析シー

トを提出して品質の確保・信頼に努めている。

金属スクラップや廃プラスチックのようなも

のに関するそのような情報提供は、他にあま

り例を見ないものであり、同社は、このリサ

イクル事業を製造業として捉えている所以と

も言えよう。

世界における使用済小型電子機器等に関す

る各年増加量は4,000万ｔにも上ると言われ

ており、これは我が国における一般廃棄物の

年間総排出量にほぼ等しい。非常に将来性の

ある分野である。

最後になりましたが、今回、お忙しいとこ

ろ、再生処分部会の見学を受け入れてくださっ

たハリタ金属株式会社の張田真社長及び社員

の皆様に改めて厚く御礼申し上げます。

研修風景

施設の前で記念撮影


